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一　

概　

要

昭
和
一
三
年
一
一
月
二
日
、
河
相
達
夫
外
務
省
情
報
部
長
は
、
同
年
九
月
三
〇

日
国
際
連
盟
（
以
下
「
連
盟
」
と
略
す
）
理
事
会
が
「
各
聯
盟
国
ハ
帝
国
ニ
対
シ

規
約
十
六
条
所
定
ノ
制
裁
措
置
ヲ
個
別
的
ニ
執
リ
得
ト
ノ
報
告
ヲ
採
択
ス
ル
ニ
至

ツ
タ
」
こ
と
か
ら
、
日
本
政
府
は
昭
和
八
年
連
盟
脱
退
通
告
以
後
も
「
聯
盟
ノ
平

和
人
道
的
諸
事
業
ニ
参
加
シ
テ
来
タ
ノ
テ
ア
ル
カ
、
不
幸
今
回
ノ
聯
盟
決
議
ノ
結

果
帝
国
ハ
向
後
之
等
ノ
協
力
ヲ
終
止
ス
ル
コ
ト
ト
為
ツ
タ
」
旨
の
談
話
を
発
表
し

た
。
周
知
の
通
り
こ
の
「
聯
盟
諸
機
関
ト
ノ
協
力
終
止
」
は
、
一
〇
月
一
二
日
近

衛
文
麿
外
務
大
臣
に
よ
り
閣
議
請
議
さ
れ
、
同
一
四
日
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
常

設
国
際
司
法
裁
判
所
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
「
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
ノ
脱
退
ナ

ル
法
律
問
題
ニ
触
レ
ズ
事
実
上
司
法
裁
判
所
ト
ノ
関
係
ヲ
絶
ツ
」
こ
と
と
さ
れ
て

い
た
（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争　

第
三
冊
』
一
七
七
一
―
一

七
七
二
、
一
七
七
四
―
一
七
七
五
頁　

第
993
、
995
文
書
）。

そ
し
て
ま
さ
に
本
件
が
閣
議
請
議
さ
れ
た
同
日
一
〇
月
一
二
日
付
で
長
岡
春
一

常
設
国
際
司
法
裁
判
所
判
事
か
ら
、
来
た
る
一
五
日
に
外
務
次
官
に
就
任
す
る
澤

田
廉
三
宛
て
に
本
書
簡
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
翌
昭
和
一
四
年

末
に
そ
の
任
期
が
切
れ
る
長
岡
判
事
か
ら
、
連
盟
と
の
協
力
終
止
に
際
し
て
、
そ

の
進
退
に
つ
き
問
い
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

但
し
、
本
書
簡
後
半
に
は
「
私
事
」
に
わ
た
る
記
述
も
あ
っ
た
た
め
、
外
務
省

記
録
に
は
こ
れ
が
省
か
れ
て
綴
ら
れ
て
い
る
（
外
務
省
記
録　

B.9.1.0.8-2

「
帝

国
政
府
ノ
国
際
連
盟
脱
退
関
係
一
件　

国
際
連
盟
諸
機
関
ト
ノ
協
力
終
止
関

係
」）。

こ
の
欠
落
部
分
は
、
長
岡
の
私
的
な
一
面
を
垣
間
見
ら
れ
る
史
料
と
し
て
興
味

の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
書
簡
と
し
て
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
た
め
、『
日

本
外
交
文
書
』
に
は
採
録
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
書
簡
は
、
日
中
戦
争
に
突
入

し
た
日
本
政
府
が
、
連
盟
と
の
協
力
を
終
止
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
進
退
に
つ
き

当
惑
す
る
長
岡
判
事
の
生
の
声
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
と
思
料
さ
れ
る
の
で
、
本

稿
で
註
を
付
し
な
が
ら
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
読
み
や
す
さ

の
便
を
考
慮
し
、
適
宜
句
読
点
及
び
改
行
を
補
っ
た
。

史
料
紹
介昭

和
一
三
年
一
〇
月
一
二
日
付
澤
田
廉
三
宛
長
岡
春
一
書
簡

　
　
　
　
　
　

―
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
と
の
協
力
終
止
に
関
し
て
―神　

山　

晃　

令
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二　

昭
和
一
三
年
一
〇
月
一
二
日
付　

澤
田
廉
三
宛
長
岡
春
一
書
簡

　
　

澤
田
賢
台）

1
（

 

長
岡
春
一
）
2
（

　
　
　

　
　
　
　
　
　

十
月
十
二
日

拝
啓　

新
聞
報
に
依
れ
は
外
務
次
官
の
重
任
御
引
受
相
成
候
趣
慶
賀
此
事
に
御

坐
候
。

時
局
多
事
の
際
、
殊
に
漢
口
陥
落
前
後
の
重
大
時
期
に
当
り）

3
（

充
分
御
活
躍
祈

念
に
不
堪
候
。
諺
に
「
健
康
の
身
体
に
健
全
の
精
神
」
と
申
す
通
り
、
御
健
康
に

障
害
相
生
候
て
は
折
角
の
御
蘊
蓄
も
之
を
傾
く
る
に
由
な
か
る
べ
き
に
付
、
乍
蛇

足
此
点
篤
と
御
留
意
肝
要
と
存
候
。

嘗
て
寿
府
会
議
）
4
（

の
際
大
兄
御
起
草
の
仏
文
会
議
録
御
恵
送
相
受
候
が
、
当
時
の

悲
壮
な
る
御
追
憶
尚
未
た
新
た
な
る
べ
く
、
何
卒
東
亜
福
祉
の
為
万
遺
憾
な
き
を

期
せ
ら
れ
度
候
。

欧
洲
に
て
は
「
チ
ェ
ッ
コ
」
問
題
一
段
落
相
付
き
）
5
（

、
ベ
ネ
シ
ュ
旧
大
統
領
）
6
（

に
対

し
て
友
人
と
し
て
頗
る
同
情
に
不
堪
次
第
に
は
候
得
共
、
先
年
令
兄
節
蔵
君
）
7
（

と
共

に
寿
府
に
出
張
の
際
、
満
洲
事
件
に
対
す
る
同
氏
の
態
度
は
我
々
に
取
り
甚
だ
慊

焉
た
る
も
の
有
之
、
反
日
論
者
の
急
先
鋒
を
以
て
任
し
、
口
癖
の
如
く
、
自
分
は

毫
も
満
洲
事
件
に
容
喙
す
る
意
思
な
き
も
の
な
る
が
主
義
の
問
題
と
し
て
若
し
之

を
忍
容
す
る
に
於
て
は
他
日
欧
洲
に
類
似
の
事
態
発
生
の
場
合
自
国
保
全
の
処
置

に
窮
す
と
申
述
候
に
付）

8
（

、
小
生
は
右
に
対
し
、
其
場
合
理
窟
で
チ
ェ
ッ
コ
救
済
の

道
あ
る
や
を
疑
ふ
と
直
截
に
反
撃
せ
し
を
記
憶
致
居
候
が
、
此
経
緯
よ
り
見
た
る

同
氏
に
対
し
て
は
気
の
毒
な
が
ら
小
生
と
し
て
殆
ん
と
同
情
の
余
地
無
之
候
）
9
（

。

去
十
月
八
日
の
マ
タ
ン
に
、
御
承
知
のStephane　

Lauzanne

氏
）
10
（

の
論
説
あ

り
。
其
中
の
一
句

Il (Benés) est bien, à cet égard, l ,hom
m
e de Genève. Il en　

était 

m
êm
e le sym

bole. 

―
―
―
― Genève l ,a perdu et il a perdu son　

pays. M
ais lui au m

oins a payé sa faute et Genève n ,a pas encore 

payé　

toutes  les siennes.

は
相
当
皮
肉
に
候)11

(

。

寿
府
と
申
せ
は
、
過
日
聯
盟
理
事
会
に
て
又
々
愚
決
議
を
可
決
せ
る
為
め
、
帝

国
は
聯
盟
関
係
の
諸
機
関
及
諸
会
議
よ
り
一
切
離
脱
す
る
に
決
せ
る
趣
、
外
務
当

局
談
と
し
て
同
盟
通
信
に
見
受
候)12

(

。

小
生
此
夏
以
来
当
ナ
ミ
ュ
ー
ル)13

(

に
滞
在
致
居
、全
然
仙
人
の
境
涯
相
送
居
候
為
、

本
邦
の
情
報
に
関
し
て
は
寿
府
よ
り
転
送
の
同
通
信
以
外
何
等
之
を
有
せ
す
候

処
、
新
聞
に
は
右
の
例
外
と
し
て
司
法
裁
判
所
に
対
す
る
協
力
は
従
来
通
り
と
の

追
記
有
之
候
が
、
右
は
来
年
裁
判
官
の
総
選
挙
以
後
の
協
力
を
意
味
す
る
次
第
に

候
や)14

(

。
実
は
小
生
本
春
東
京
出
発
の
際
広
田
外
相
よ
り
、
帝
国
は
司
法
裁
判
所
に

は
従
来
通
り
協
力
す
る
積
り
な
る
所
、
来
年
の
総
選
挙
に
新
候
補
を
出
す
は
事
態

上
好
ま
し
か
ら
さ
る
に
付
、
今
一
度
立
候
補
の
承
諾
を
得
度
く
と
の
事
に
て
、
小

生
も
外
相
意
の
あ
る
所
を
忖
度
し)15

(

、
山
田
博
士
等
本
邦
仲
裁
々
判
官
団
の
同
意
を

経)16

(

、
九
年
の
全
期
間
在
任
す
る
や
否
や
は
別
問
題
と
し
、
差
当
り
総
選
挙
に
は
立



－ 83 －

澤田廉三宛長岡春一書簡（神山）

候
補
す
べ
き
旨
を
快
諾
し
、
右
の
基
礎
に
て
家
事
上
の
諸
手
配
を
為
し
帰
任
せ
る

次
第
に
有
之
。

次
て
本
夏
織
田
博
士
海
牙
来
遊
の
時)17

(

、
相
当
時
期
に
本
邦
仲
裁
々
判
官
団
の
推

薦
す
べ
き
外
国
候
補
者
に
付
何
分
の
情
報
提
供
す
べ
き
旨
口
約
致
候
。

裁
判
所
は
十
二
月
五
日
参
集
の
予
定
に
付
、
右
情
報
も
其
機
会
に
之
を
取
纏
め

度
、
就
て
は
来
年
の
総
選
挙
に
本
邦
参
加
す
る
や
否
や
御
一
報
を
得
度
。

右
は
大
兄
を
煩
は
す
程
の
問
題
に
は
無
之
候
得
共
、
前
記
小
生
出
発
当
時
の
事

情
御
耳
に
入
れ
置
度
と
存
、
記
載
致
せ
し
儀
に
御
坐
候
間
、
御
返
事
は
条
約
局

長
）
18
（

よ
り
に
て
無
論
結
構
に
候)19

(

。

以
下
は
純
然
た
る
私
事
に
て
御
繁
用
の
御
身
柄
に
対
（
以
下
欠
損
）

※
本
草
書
体
書
簡
の
読
み
下
し
に
は
、
小
野
聡
子
外
交
史
料
館
元
期
間
業
務
職
員
、
仏
文

の
解
読
に
つ
い
て
は
、
濱
口
學
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
の
助
言
を
得
た
の
で
、
記
し
て
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

注（
1
）
澤
田
廉
三
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
〇
月
一
七
日
鳥
取
県
岩
美
郡
浦
富
村

生
ま
れ
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
七
月
東
京
帝
大
法
科
大
学
法
律
学
科
卒
業
後
、

同
年
一
一
月
外
交
官
及
領
事
官
試
験
合
格
、
第
一
回
連
盟
総
会
全
権
随
員
（
大
正
九

年
）、
電
信
課
長
（
大
正
一
五
年
）、
在
英
国
大
使
館
一
等
書
記
官
（
昭
和
五
年
七
月

二
日
）、
在
仏
国
大
使
館
参
事
官
（
昭
和
七
年
一
〇
月
一
日
）、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
（
昭
和
九
年
二
月
一
〇
日
）、
満
州
国
大
使
館
参
事
官
（
昭
和
一
一
年
一
〇
月

三
一
日
）
な
ど
を
経
て
、
第
一
次
近
衛
文
麿
内
閣
で
は
、
近
衛
首
相
兼
任
外
相
の
も

と
で
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
一
〇
月
一
五
日
に
外
務
次
官
に
就
任
、一
九
三
九
（
昭

和
一
四
）
年
九
月
二
六
日
在
仏
国
大
使
に
任
命
さ
れ
る
ま
で
、
引
き
続
き
有
田
八
郎
、

阿
部
信
行
両
外
務
大
臣
を
支
え
た
。
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
七
月
、
初
代
ビ
ル

マ
大
使
を
経
て
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
九
月
小
磯
国
昭
内
閣
の
も
と
で
も
外
務

次
官
を
務
め
た
（
昭
和
一
二
年
一
二
月　

外
務
大
臣
官
房
人
事
課
編
『
外
務
省
年
鑑  

貳
』
二
九
八
―
二
九
九
頁
）。　

（
2
）
長
岡
春
一
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月
一
八
日
在
仏
国
大
使
着
任
以
来
、
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
の
国
際
連
盟
臨
時
総
会
に
お
け
る
満
州
事
変
の
審
議
に
際
し
、
廉
三
の
兄
澤

田
節
蔵
国
際
会
議
事
務
局
長
な
ど
と
と
も
に
、
そ
の
対
応
に
あ
た
っ
た
が
（
昭
和
八

年
一
〇
月　

外
務
大
臣
官
房
人
事
課
編
『
外
務
省
年
鑑　

貳
』
九
六
、一
二
七
頁
）、

そ
の
結
果
「
我
々
ガ
総
会
ヲ
引
揚
タ
二
月
二
十
四
日
ハ
、
筆
者
ガ
去
年
日
本
ヲ
立
ツ

タ
当
日
デ
、
満
一
周
年
ノ
今
月
今
日
聯
盟
ト
絶
縁
ス
ル
ニ
至
ツ
タ
ノ
ハ
誠
ニ
奇
縁
デ

ア
ル
」
と
述
懐
し
て
い
る
（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書　

日
本
外
交
追
懐
録

（
一
九
〇
〇
―
一
九
三
五
）』
八
二
〇
頁
）。

（
3
）
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
一
〇
月
二
六
日
漢
口
は
陥
落
し
、
二
八
日
陸
海
外
三
大

臣
は
「
漢
口
方
面
政
務
処
理
要
綱
」
を
決
定
し
、「
漢
口
方
面
ノ
政
務
関
係
ノ
処
理
ハ

国
軍
ノ
作
戦
並
治
安
維
持
ノ
範
囲
ニ
止
メ
爾
他
ノ
政
務
ハ
努
メ
テ
支
那
側
ノ
実
施
ニ

委
ス
ル
」
方
針
を
採
る
こ
と
と
し
た
（
昭
和
一
三
年
一
〇
月
二
八
日
付　

陸
軍
・
海
軍
・

外
務
三
大
臣
決
定
「
漢
口
方
面
政
務
処
理
要
綱
」（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書　

日

中
戦
争　

第
二
冊
』
一
二
六
一
―
一
二
六
二
頁　

第
674
文
書
）。

（
4
）
こ
の
「
寿
府
会
議
」
の
時
期
、
内
容
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
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一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
二
月
二
日
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
連
盟
一
般
軍

縮
会
議
に
は
、
当
時
国
際
会
議
事
務
局
長
で
あ
っ
た
澤
田
節
蔵
が
全
権
委
員
随
員
と

し
て
参
加
し
た
が
（
昭
和
六
年
一
二
月
九
日
付
発
令
）、
長
岡
春
一
及
び
節
蔵
の
弟
で

あ
る
澤
田
廉
三
は
待
命
中
で
、
い
ず
れ
も
同
会
議
に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

澤
田
廉
三
は
、
こ
の
頃
す
な
わ
ち
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
〇
月
一
日
、
長
岡

在
仏
国
大
使
の
下
で
大
使
館
参
事
官
に
任
命
さ
れ
、
同
年
一
一
月
に
は
国
際
連
盟
航

空
委
員
会
に
お
け
る
日
本
代
表
と
な
り
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
五
月
ロ
ー
マ
で

開
催
さ
れ
た
同
委
員
会
総
会
及
び
翌
九
年
二
月
パ
リ
で
開
催
の
法
律
分
科
会
の
審
議

な
ど
に
参
加
し
て
お
り
（
外
務
省
記
録B.10.7.0.1

「
国
際
航
空
委
員
会
関
係
一
件
」

第
一
巻
、
昭
和
八
年
一
二
月
三
一
日
付
在
パ
リ
国
際
航
空
員
会
帝
国
代
表
者
澤
田
廉

三
大
使
館
参
事
官
及
び
洪
泰
夫
海
軍
少
将
よ
り
広
田
弘
毅
外
務
大
臣
宛
公
信
国
航
委

機
密
第
二
八
号
）、
前
記
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
連
盟
臨
時
総
会
に
お
け
る
日
本
代
表
団
に
は

加
わ
っ
て
は
い
な
か
っ
た
（
昭
和
八
年
一
〇
月　

外
務
大
臣
官
房
人
事
課
編
『
外
務

省
年
鑑　

貳
』
九
六
、一
二
五
、一
二
七
頁
）。

　

な
お
、こ
の
臨
時
総
会
期
間
中
（
三
月
三
日
か
ら
一
二
月
九
日
ま
で
）
に
あ
っ
て
も
、

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
は
、
一
〇
月
一
一
日
に
「
成
年
婦
女
売
買
禁
止
ノ
為
ノ
国
際
条
約
」

の
署
名
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
は
横
山
正
幸
在
ベ
ル
ギ
ー
大
使
館
参
事
官
が
委
員
（
昭

和
八
年
一
〇
月
一
〇
日
任
命
）
と
し
て
参
加
し
（
外
務
省
記
録B.9.10.0.1-5

「
国
際
連

盟
婦
人
児
童
問
題
一
件　

成
年
婦
女
売
買
禁
止
会
議
関
係
（
在
寿
府
）」）、
同
二
八
日

に
は
「
避
難
民
ノ
国
際
的
地
位
ニ
関
ス
ル
条
約
」
が
締
結
さ
れ
、
連
盟
事
務
総
長
よ

り
横
山
国
際
会
議
事
務
局
長
代
理
に
認
証
謄
本
が
送
付
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
た
（
外

務
省
記
録B.9.10.0.9

「
国
際
連
盟
避
難
民
救
済
問
題
一
件
」、
一
二
月
一
八
日
付
在
寿

府
横
山
国
際
会
議
事
務
局
長
代
理
よ
り
広
田
外
務
大
臣
宛
公
信
普
通
本
公
第
八
六

号
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
に
澤
田
廉
三
が
参
画
し
て
い
た
形
跡
は

見
当
た
ら
な
い
。

　

な
お
、
廉
三
の
夫
人
美
喜
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
廉
三
の
ロ
ン
ド
ン
赴
任

の
際
、
孤
児
院
「
ド
ク
タ
ー
・
バ
ー
ナ
ー
ド
ス
・
ホ
ー
ム
（D

r. Barnardo ,s 

H
om
es

）」
を
訪
れ
、
奉
仕
し
た
り
、
翌
年
一
〇
月
か
ら
の
パ
リ
赴
任
の
際
に
は
「
黒

い
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ン
・
ベ
ー
カ
ー
（Josephine Baker

）
な
ど
と
出

会
い
、
こ
れ
ら
の
出
会
い
が
、
彼
女
が
戦
後
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
二
月
に
「
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ス
・
ホ
ー
ム
（Elizabeth Saunders H

om
e

）」
を
創
設
す
る
、

そ
の
下
地
に
な
っ
た
と
い
う
（
澤
田
美
喜
『
澤
田
美
喜　

黒
い
肌
と
白
い
心
―
サ
ン

ダ
ー
ス
・
ホ
ー
ム
へ
の
道
―
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
、
九
五
―

一
〇
六
頁
）。

（
5
）
一
九
三
八
年
九
月
二
九
日
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
於
け
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（A

rthur 

N
eville Cham

berlain

）（
英
）、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
（Edouard D

aladier

）（
仏
）、
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
（Benito M

ussolini

）（
伊
）、
ヒ
ト
ラ
ー
（A

dolf H
itler

）（
独
）
の
四

カ
国
首
脳
会
談
で
締
結
さ
れ
、
三
〇
日
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
政
府
に
提
示
さ
れ
、
受

諾
さ
れ
た
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
（M

unich A
greem

ent

）」
で
、
ズ
デ
ー
テ
ン
地
方

（Sudeten region

）
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
へ
の
割
譲
が
決
定
さ
れ
、
一
〇
月
一
日
同

軍
の
侵
攻
に
よ
り
、
五
日
ベ
ネ
シ
ュ
（Eduard Benés

）
大
統
領
は
辞
任
し
、
二
二
日

英
国
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
、
一
一
月
三
〇
日
に
は
エ
ミ
ー
ル
・
ハ
ー
ハ
（Em

il H
a ,cha

）

を
大
統
領
と
す
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
国
（Czecho-Slovak Republic

）
が
成

立
し
た
（M

unich,　

Sep. 30, 1938 U
nited K

ingdom
 D
elegation

（M
unich

）
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to V
iscount  H

alifax

（D
ocum

ents on Britishi Foreign Policy 1919-1939 

3rd.,　
vol.II,　

doc. N
o. 1224, pp. 627-629

）, Prague, D
ec. 5, 1938, M

r. 

N
ew
ton

（Prague

）to V
iscount H

alifax

（R
eceived D

ec. 6

）（B
ritish 

D
ocum

ents vol.III, doc. N
o. 398, pp. 380-381

）。

　

ま
た
、
こ
の
頃
在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
栗
山
茂
公
使
は
、「
致
国
問
題
ヲ
繞
リ
小
協
商
ノ

崩
壊
ト
ナ
リ
今
ヤ
小
国
ニ
取
リ
テ
ハ
今
次
ノ
危
機
ニ
逢
着
シ
英
仏
ノ
機
関
タ
ル
聯
盟

ニ
留
マ
ル
コ
ト
モ
迷
惑
シ
居
ル
現
状
ニ
シ
テ
我
方
ト
シ
テ
ハ
独
逸
等
ノ
如
ク
思
切
リ

テ
此
ノ
種
機
構
ニ
寄
与
セ
ラ
レ
サ
ル
御
方
針
ノ
下
ニ
裁
判
所
ヨ
リ
モ
其
ノ
聯
盟
ト
ノ

関
係
ナ
キ
ニ
至
ラ
ハ
協
力
ヲ
考
慮
ス
ヘ
シ
ト
ノ
理
由
ニ
テ
体
好
ク
関
係
ヲ
停
止
セ
ラ

ル
ル
コ
ト
望
マ
シ
ク
特
ニ
近
キ
将
来
裁
判
官
選
挙
ノ
問
題
ニ
テ
面
目
ヲ
失
ス
ル
カ
如

キ
コ
ト
ア
リ
テ
ハ
尚
更
面
白
カ
ラ
ス
ト
思
考
ス
」
と
の
意
見
具
申
を
行
っ
て
い
た
（
前

掲
外
務
省
記
録B.9.1.0.8-2　

昭
和
一
三
年
一
〇
月
二
〇
日
発
在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
栗
山

公
使
よ
り
近
衛
外
務
大
臣
宛
電
報
第
一
一
七
号
）。

（
6
）
エ
ド
ワ
ル
ド
・
ベ
ネ
シ
ュ
（Edvard Benés

）
は
、
一
八
八
四
年
五
月
二
八
日
ボ
ヘ

ミ
ア
（Bohem

ia

）
の
コ
ジ
ュ
ラ
ニ
（K

ozlany

）
生
ま
れ
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
独

立
以
前
プ
ラ
ハ
の
カ
レ
ル
大
学
講
師
を
務
め
て
い
た
が
、第
一
次
世
界
大
戦
中
ト
マ
ー

シ
ュ
・
マ
サ
リ
ク
（T
om
as M

asaryk

）
を
助
け
独
立
運
動
を
指
揮
。
独
立
後

一
九
一
八
か
ら
三
五
年
ま
で
外
務
大
臣
、
一
九
三
五
年
か
ら
マ
サ
リ
ク
の
後
任
と
し

て
第
二
代
大
統
領
に
就
任
し
た
が
、
三
八
年
一
〇
月
辞
任
、
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
た
。

四
〇
年
亡
命
政
府
の
大
統
領
と
な
り
独
立
の
回
復
に
尽
力
。
第
二
次
大
戦
後
大
統
領

に
復
帰
し
た
が
、
四
八
年
二
月
の
政
変
に
よ
っ
て
六
月
七
日
に
辞
職
。
同
年
九
月
ボ

ヘ
ミ
ア
で
死
去
（
矢
田
部
順
二
「
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
委
員
会
の
成
立

一
九
三
八
―
三
九
年
：
亡
命
政
治
活
動
初
期
に
お
け
る
Ｅ
・
ベ
ネ
シ
ュ
の
苦
悩
」（『
修

道
法
学
』
二
七
（
一
）、
広
島
修
道
大
学
、
二
〇
〇
四
年
、
二
一
三
―
二
四
〇
頁
））。

（
7
）
澤
田
節
蔵
は
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
鳥
取
県
岩
美
郡
浦
富
村
生
ま
れ
、
廉
三

の
兄
。
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
一
月
外
交
官
及
領
事
官
試
験
合
格
、

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
七
月
東
京
帝
大
法
科
大
学
卒
業
後
、英
国
大
使
館
書
記
官
、

米
国
大
使
館
参
事
官
な
ど
を
経
て
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
九
月
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
総
領
事
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
二
月
連
盟
事
務
局
長
に
就
任
、
満
州
事
変

処
理
に
奔
走
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
八
月
日
印
通
商
問
題
協
議
の
た
め
代
表
委

員
に
任
命
、
次
い
で
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
か
ら
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
ま
で
在

ブ
ラ
ジ
ル
大
使
、
同
年
一
〇
月
国
際
会
議
帝
国
事
務
局
長
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）

年
一
二
月
退
官
。
大
戦
中
は
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
顧
問
。
戦
後
は
一
九
四
九
（
昭
和

二
四
）
年
よ
り
東
京
外
国
語
大
学
学
長
を
務
め
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
は

日
本
政
府
代
表
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
出
席
す
る
な
ど
し
て
、
一
九
七
六
（
昭
和

五
一
）
年
七
月
四
日
死
去
（
昭
和
一
二
年
一
二
月　

外
務
大
臣
官
房
人
事
課
編
『
外

務
省
年
鑑　

貳
』
二
九
九
―
三
〇
〇
頁
、
澤
田
壽
夫
編
『
澤
田
節
蔵
回
想
録
―
一
外

交
官
の
生
涯
』
一
四
二
―
一
四
九
、
二
九
九
―
三
〇
〇
頁
）。

（
8
）
満
州
事
変
に
対
し
ベ
ネ
シ
ュ
は
、「
本
事
件
ニ
直
接
ノ
利
害
関
係
ヲ
有
セ
ス
従
テ
本
問

題
自
体
ニ
干
与
ス
ル
理
由
モ
ナ
ク
必
要
モ
ナ
キ
次
第
」
と
し
（
昭
和
六
年
一
一
月

一
四
日
着
在
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
国
堀
田
正
昭
公
使
よ
り
幣
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
宛

電
報
第
三
八
号
（『
日
本
外
交
文
書　

満
州
事
変　

第
一
巻　

第
三
冊
』
五
四
一
―

五
四
三　

第
527
文
書
）、
ま
た
、
堀
田
公
使
に
対
し
「
知
国
ハ
上
海
事
件
ニ
直
接
利
害

関
係
無
ク
日
本
ノ
立
場
ニ
充
分
ノ
理
解
ヲ
有
シ
居
ル
モ
聯
盟
国
中
ニ
ハ
支
那
ニ
同
情
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ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
モ
少
カ
ラ
ス
」
と
述
べ
て
い
た
と
い
う
（
昭
和
七
年
三
月
二
日
着
在

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
澤
田
国
際
会
議
事
務
局
長
よ
り
芳
澤
外
務
大
臣
宛
電
報
第
一
八
五
号

（『
日
本
外
交
文
書　

満
州
事
変　

第
二
巻　

第
二
冊
』
一
七
五
頁　

第
171
文
書
）。

（
9
）
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
一
二
月
外
務
省
嘱
託
の
肩
書
で
「
官
命
ニ
依
リ
」
欧
米

各
国
を
視
察
旅
行
し
た
安
岡
正
篤
（
外
務
省
記
録J.2.2.0.J2-6

「
旅
券
下
付
ニ
関
ス
ル

協
議
雑
纂　
「
カ
ー
ド
」
ノ
部
（
外
交
）、（
公
用
）」
自
昭
和
十
三
年
七
月
二
日
至
昭

和
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
）
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
に
よ
る
チ
ェ
コ
進
攻
に
遭
遇
し
、

ヘ
ス
（Rudolf H

ess

）
副
総
統
に
頼
ん
で
「
ナ
チ
ス
軍
制
圧
下
の
プ
ラ
ハ
を
仔
細
に

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
が
、
後
に
あ
る
講
演
の
中
で
当
時
を
振
り
返
っ
て
、「
指

導
者
の
錯
覚
」
と
し
て
、「
ベ
ネ
シ
ュ
は
洗
練
さ
れ
た
知
識
人
で
あ
っ
た
が
、
近
代
イ

ン
テ
リ
に
あ
り
が
ち
な
傾
向
の
人
で
、
是
非
善
悪
を
明
弁
せ
ず
、
有
力
な
相
手
方
に

対
し
て
は
常
に
好
意
的
・
希
望
的
に
見
て
、
と
も
す
れ
ば
希
望
を
現
実
の
よ
う
に
錯

覚
し
や
す
い
嫌
い
が
あ
っ
た
。」
と
ベ
ネ
シ
ュ
を
評
し
た
（
安
岡
正
篤
『
人
づ
く
り
の

原
点
』（
デ
ィ
・
シ
ー
・
エ
ス
、
二
〇
〇
三
年
、
三
四
頁
））。

（
10
）
仏
国
マ
タ
ン
紙
（M

atin

）
の
論
説
委
員
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
（Stephane 

Lausanne

）
は
、
日
中
戦
争
に
つ
い
て
「
支
那
の
共
産
化
無
政
府
化
」
を
述
べ
、「
聯

盟
の
態
度
の
不
当
」
を
批
難
し
て
い
た
（
外
務
省
情
報
部
編
刊
『
世
界
新
聞
要
覧
（
昭

和
十
四
年
版
）
上
巻
（
満
・
支
以
外
の
各
国
）』
一
九
三
九
年
、
三
二
頁
）。

（
11
）
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い
て
は
、
当
該
一
九
三
八
年
九
月
三
〇
日
の
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
会
談
の
結
果
ズ
デ
ー
テ
ン
地
方
の
独
国
へ
の
割
譲
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
連
盟
の
中

心
的
人
物
で
あ
っ
た
同
国
の
ベ
ネ
シ
ュ
大
統
領
は
そ
の
責
任
を
と
っ
て
一
〇
月
五
日

に
辞
任
し
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、ま
さ
に「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
は
彼
を
失
い
、

彼
は
国
を
失
っ
た
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
は
ま
だ

償
い
切
れ
て
は
い
な
い
」、
す
な
わ
ち
連
盟
は
こ
の
事
態
に
対
し
て
妥
当
な
行
動
を
起

こ
し
て
い
な
い
、
と
皮
肉
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
矢
田
部
前
掲
論
文
）。

　

な
お
、
長
岡
は
「
追
懐
録　

続
編
」
に
お
い
て
も
ベ
ネ
シ
ュ
を
「『
チ
ェ
ツ
ク
』
建

国
以
来
ノ
外
相
ト
シ
テ
、
又
聯
盟
創
設
時
ヨ
リ
今
日
迄
同
国
ノ
代
表
者
ト
シ
テ
、
狭

イ
寿
府
ノ
天
地
デ
ハ
相
当
ニ
羽
振
ヨ
ク
、
彼
自
身
モ
年
ト
共
ニ
自
惚
ヲ
加
ヘ
テ
来
タ
、

然
シ
彼
ハ
『
マ
サ
リ
ツ
ク
』
大
統
領
ノ
小
者
ニ
過
ギ
ヌ
ノ
デ
、『
マ
』
氏
ノ
前
デ
ハ
恰

然
小
羊
ニ
等
シ
イ
、
―
―
―
斯
ク
シ
テ
成
リ
上
ツ
タ
彼
ノ
コ
ト
故
、
聯
盟
デ
如
何
ニ

広
言
ヲ
吐
イ
テ
モ
夫
レ
ハ
寿
府
丈
ケ
ノ
コ
ト
デ
、
若
シ
英
仏
ガ
共
同
シ
テ
命
令
ス
レ

バ
、
彼
ハ
甘
ン
ジ
テ
其
頤
指
ニ
従
フ
底
ノ
人
物
デ
ア
ル
」
と
酷
評
し
て
い
る
（
外
務

省
編
『
日
本
外
交
文
書　

日
本
外
交
追
懐
録
（
一
九
〇
〇
―
一
九
三
五
）』
五
九
五
―

五
九
六
頁
）。

　

他
方
、
当
時
の
在
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
藤
井
啓
之
助
公
使
は
、
こ
の
ベ
ネ
シ
ュ

大
統
領
辞
任
に
つ
い
て
、「
自
己
ノ
就
任
当
時
ト
現
在
ノ
情
勢
ト
カ
全
ク
異
リ
現
地
位

ニ
留
マ
ル
時
ハ
致
国
ト
隣
接
諸
国
ト
ノ
協
調
ノ
妨
ト
ナ
ル
ヘ
シ
ト
ノ
理
由
ニ
テ
辞
職
」

を
宣
言
し
た
が
、「
右
ハ
難
破
船
ヲ
見
棄
テ
ン
ト
ス
ル
卑
怯
ナ
ル
行
為
ニ
ア
ラ
ス
単
ニ

国
家
及
国
民
ノ
内
政
外
交
ノ
健
全
ナ
ル
発
展
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
ニ
外
ナ
ラ
ス
」

と
ベ
ネ
シ
ュ
を
擁
護
し
て
い
る
（
外
務
省
記
録A

.4.1.0.5-1

「「
チ
ェ
ッ
コ
」
問
題
一

件　

第
一
次
「
チ
ェ
ッ
コ
」
問
題
（「
ズ
デ
ー
テ
ン
」
問
題
）（
独
、伊
、英
、仏
「
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
」
会
談
ヲ
含
ム
）」
第
二
巻
、昭
和
一
三
年
一
〇
月
六
日
発
在
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
藤
井
公
使
よ
り
近
衛
外
務
大
臣
宛
電
報
第
一
三
一
号
）。

（
12
）
こ
の
「
外
務
当
局
談
」
と
は
、
本
書
簡
が
認
め
ら
れ
た
一
〇
月
一
二
日
よ
り
以
前
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一
〇
月
三
日
付
の
「
聯
盟
規
約
第
十
六
条
適
用
ニ
関
ス
ル
情
報
部
長
談
」
を
指
す
も

の
と
思
料
さ
れ
る
。
同
情
報
部
長
談
は
、「
去
ル
三
十
日
理
事
会
ハ
第
十
七
条
第
三
項

ニ
依
リ
聯
盟
国
ハ
日
本
ニ
対
シ
規
約
第
十
六
条
ヲ
個
別
的
ニ
適
用
シ
得
ト
ノ
報
告
ヲ

採
択
シ
タ
第
十
七
条
第
三
項
ノ
適
用
ニ
依
リ
聯
盟
ハ
茲
ニ
日
支
間
ニ
戦
争
状
態
ノ
存

在
ヲ
認
定
ス
ル
結
果
ト
ナ
ル
ノ
テ
ア
ル
カ
―
―
―
今
ヤ
理
事
会
ハ
対
日
制
裁
適
用
ニ

関
ス
ル
報
告
ヲ
採
択
シ
日
本
ト
聯
盟
ノ
対
立
関
係
ハ
明
ト
ナ
ツ
タ
事
茲
ニ
至
ツ
テ
ハ

従
来
帝
国
カ
聯
盟
ニ
対
シ
執
リ
来
ツ
タ
方
針
ハ
是
ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト
困
難
ト
ナ
ラ
サ

ル
ヲ
得
ナ
イ
」
と
し
て
、
連
盟
と
の
協
力
終
止
を
示
唆
し
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
「
対

聯
盟
協
力
終
止
ノ
処
理
方
針
」
は
、
本
書
簡
が
記
さ
れ
た
後
の
一
〇
月
一
四
日
の
閣

議
に
お
い
て
正
式
に
決
定
さ
れ
、
そ
の
趣
旨
は
「
在
仏
大
使
ヨ
リ
鮭
延
草
間
委
員
ヘ

在
蘭
公
使
ヨ
リ
長
岡
裁
判
官
ヘ
」
伝
達
さ
れ
る
旨
、同
日
近
衛
外
務
大
臣
よ
り
在
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
宇
佐
美
珍
彦
国
際
会
議
事
務
局
長
代
理
宛
て
電
報
で
伝
え
ら
れ
、そ
の
後
「
聯

盟
諸
機
関
ト
ノ
協
力
終
止
ニ
関
ス
ル
情
報
部
長
談
」
と
し
て
一
一
月
二
日
付
で
公
表

さ
れ
た
（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争　

第
三
冊
』
一
七
七
〇
―

一
七
七
一
、
一
七
七
四
―
一
七
七
五
頁　

第
992
、
993
、
995
文
書
）。

（
13
）
ナ
ミ
ュ
ー
ル
（N

am
ur

）
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ワ
ロ
ン
地
域
、
ナ
ミ
ュ
ー
ル
州
の
州
都
。

第
二
次
大
戦
中
ド
イ
ツ
軍
の
フ
ラ
ン
ス
へ
至
る
ル
ー
ト
と
し
て
侵
攻
、
一
九
四
〇
年

の
ア
ル
デ
ン
ヌ
（A

rdennes

）
の
戦
い
、
一
九
四
四
年
の
バ
ル
ジ
（Bulge

）
の
戦

い
で
は
前
線
地
帯
と
な
り
、
非
常
な
損
害
を
被
っ
た
。
長
岡
は
嘗
て
一
九
一
一
か
ら

一
二
年
ま
で
ベ
ル
ギ
ー
に
在
勤
し
、そ
の
印
象
を
『
白
耳
義
及
白
耳
義
人
』（
富
山
房
、

一
九
一
四
年
）
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
14
）
昭
和
一
三
年
一
〇
月
九
日
付
の
「
国
際
聯
盟
諸
機
関
ト
ノ
協
力
関
係
終
止
ノ
実
施
要

綱
」
は
、「
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
ノ
脱
退
ナ
ル
法
律
問
題
ニ
触
レ
ズ
事
実
上
司
法
裁

判
所
ト
ノ
関
係
ヲ
絶
ツ
」、「
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
醵
出
金
ハ
支
払
ヲ
停
止
ス
」
と

し
（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争　

第
三
冊
』
一
七
七
一
―
一
七
七
二

頁　

第
993
文
書
付
記
）、
こ
れ
に
関
し
て
「
聯
盟
ト
ノ
協
力
関
係
断
絶
ニ
関
ス
ル
対
処

要
綱
」（
日
付
不
明
）
で
は
、「
国
際
司
法
裁
判
所
ハ
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
ニ
依
リ

創
設
セ
ラ
レ
帝
国
ハ
同
規
程
ノ
締
約
国
ニ
シ
テ
又
同
規
程
中
ニ
ハ
脱
退
規
定
存
立
セ

ス
且
聯
盟
国
以
外
ニ
モ
米
国
（
加
入
議
定
書
ヲ
批
准
セ
サ
ル
モ
裁
判
官
ヲ
出
ス
）、
伯

剌
西
爾
、
独
逸
、
伊
太
利
等
ハ
加
入
又
ハ
裁
判
官
ヲ
出
シ
居
リ
、
独
、
伊
ノ
聯
盟
脱

退
後
モ
両
国
判
事
ノ
残
留
セ
ル
事
例
ニ
モ
鑑
ミ
（
独
判
事
「
シ
ユ
ツ
キ
ン
グ
」
ハ
其

ノ
後
死
亡
シ
タ
ル
モ
伊
判
事
「
ア
ン
ヂ
ロ
ツ
チ
」
ハ
現
ニ
判
事
ノ
職
ニ
ア
リ
）
長
岡

判
事
ノ
進
退
モ
来
年
末
任
期
満
了
迄
放
置
ス
ル
コ
ト
ト
シ
其
ノ
後
ハ
後
任
判
事
ヲ
出

サ
サ
ル
コ
ト
ト
致
度
」、
と
説
明
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
外
務
省
記
録B.9.1.0.8-2

）。

（
15
）
昭
和
一
三
年
一
〇
月
付
条
約
局
第
三
課
作
成
の
「
国
際
聯
盟
諸
機
関
ト
ノ
協
力
関
係

終
止
問
題　

擬
問
擬
答
」
で
は
、
裁
判
所
規
程
に
は
、「
脱
退
規
程
ヲ
存
セ
ス
、
昭
和

四
年
規
程
改
正
会
議
ニ
於
テ
問
題
ト
為
リ
脱
退
ハ
可
能
ナ
リ
ト
ス
ル
説
ト
不
可
能
ナ

リ
ト
ス
ル
説
ア
リ
テ
意
見
一
致
ヲ
見
サ
リ
キ
。
仍
テ
我
方
ハ
今
回
ノ
措
置
ヲ
執
ル
ニ

当
リ
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
ノ
脱
退
ナ
ル
理
論
問
題
ニ
触
ル
ル
コ
ト
ナ
ク
、
今
後
裁

判
所
ニ
対
ス
ル
分
担
金
ノ
支
払
ヲ
停
止
シ
、
明
年
ノ
裁
判
官
改
選
ニ
ハ
候
補
者
ヲ
出

サ
ズ
、
事
実
上
裁
判
所
ト
ノ
協
力
関
係
ヲ
無
ク
ス
ル
方
針
ナ
リ
。（
措
置
案
ニ
聯
盟
諸

機
関
ト
ノ
協
力
関
係
ノ
断
絶
又
ハ
脱
退
ナ
ル
文
字
ヲ
使
用
セ
ス
シ
テ
終
止
ナ
ル
文
字

ヲ
使
用
シ
タ
ル
事
由
茲
ニ
在
リ
）」、と
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
外
務
省
記
録B.9.1.0.8-2

）。

（
16
）
山
田
三
良
は
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
奈
良
県
生
ま
れ
。
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
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年
帝
国
大
学
法
科
大
学
卒
業
後
、
同
大
学
院
、
助
教
授
を
経
て
、
一
九
〇
一
（
明
治

三
四
）
年
同
教
授
。
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
定
年
退
職
を
前
に
し
て
、
二
月

二
二
日
常
設
仲
裁
裁
判
所
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
、
任
期
六
年
後
の
一
九
三
六
（
昭
和

一
一
）
年
二
月
二
二
日
再
任
さ
れ
た
。
な
お
当
時
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
三

月
時
点
の
常
設
仲
裁
裁
判
所
日
本
国
別
裁
判
官
団
は
、
山
田
の
ほ
か
に
、
織
田
萬
（
昭

和
九
年
三
月
一
四
日
再
任
）、
長
岡
春
一
（
昭
和
一
〇
年
二
月
二
二
日
安
達
峰
一
郎
の

後
任
）
及
び
立
作
太
郎
（
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
二
日
富
井
政
章
の
後
任
）
で
構
成
さ

れ
て
い
た
（
昭
和
一
一
年
二
月
二
二
日
発
広
田
弘
毅
外
務
大
臣
よ
り
在
蘭
国
武
富
敏

彦
公
使
宛
電
報
第
三
号
、Cour Perm

anente d ,A
rbitrage, ,,A

 la du 8
 m
ars 

1938 la Cour e ,tait  Com
pose ,e suit ,, p.9, 

昭
和
一
九
年
三
月
三
一
日
調　

条
約

局
第
二
課
作
成
「
常
設
仲
裁
裁
判
所
裁
判
官
名
表
」、
外
務
省
記
録B.10.2.0.3-1

「
海

牙
仲
裁
裁
判
所
関
係
雑
件　

裁
判
官
任
免
関
係
」
第
二
巻
）。

（
17
）
織
田
萬
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
九
年
間
の
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
判
事
の

任
期
が
満
了
と
な
り
、
帰
国
後
貴
族
院
議
員
に
勅
選
さ
れ
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）

年
に
は
立
命
館
の
学
長
事
務
取
扱
に
就
任
し
て
い
た
が
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）

年
「
本
年
五
月
ブ
ラ
ッ
セ
ル
市
ニ
於
テ
開
催
ノ
第
十
九
回
学
士
院
聯
合
会
会
議
ニ
帝

国
学
士
院
代
表
員
ト
シ
テ
参
列
シ
併
セ
テ
各
国
ノ
学
士
院
ニ
於
ケ
ル
同
会
議
ト
ノ
共

同
事
業
状
況
並
学
事
視
察
ノ
為
」
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
へ
派
遣
さ
れ
た
（
昭
和
一
三
年

三
月
一
五
日
付
木
戸
幸
一
文
部
大
臣
よ
り
広
田
外
務
大
臣
宛
織
田
萬
公
用
旅
券
申
請

（
外
務
省
記
録J.2.2.0.J2-6

「
旅
券
下
付
ニ
関
ス
ル
協
議
雑
纂　
「
カ
ー
ド
」
ノ
部
（
外

交
）、（
公
用
）」
昭
和
一
三
年
一
月
―
六
月
））。
な
お
、
一
九
三
八
年
七
月
二
五
日
付

原
田
健
国
際
会
議
事
務
局
政
治
部
事
務
官
の
父
親
宛
書
簡
に
よ
れ
ば
、「
織
田
萬
博
士

は
去
る
五
月
ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
於
け
る
万
国
学
士
院
総
会
に
出
席
後
、
各
地
巡
歴
の
途

上
久
々
に
当
地
に
立
寄
ら
れ
三
日
間
逗
留
さ
れ
ま
し
た
の
で
出
来
る
だ
け
接
待
を
致

し
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
原
田
和
歌
子
編
『
原
田
健
遺
集
』（
河
北
印
刷

株
式
会
社　

一
九
七
四
年
、
七
二
頁
）。

（
18
）
当
時
の
条
約
局
長
は
三
谷
隆
信
。

（
19
）
長
岡
は
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
三
月
七
日
、
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
（D

ionisio 

A
nzilotti

）
伊
国
裁
判
官
と
の
間
で
、「
帝
国
ハ
聯
盟
諸
機
関
ニ
対
ス
ル
協
力
終
止
ヲ

昨
秋
聯
盟
ニ
通
告
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
我
国
別
団
ハ
候
補
者
指
名
ヲ
為
サ
ス
ト
思
考
ス
ル

処
自
分
ニ
関
ス
ル
限
リ
立
候
補
ノ
意
思
ナ
キ
ハ
之
ヲ
明
言
シ
得
ト
答
ヘ
タ
ル
ニ
同
氏

ハ
日
本
ノ
国
別
団
カ
右
様
ノ
態
度
ヲ
執
ル
場
合
ニ
ハ
伊
国
国
別
団
モ
亦
同
一
態
度
ニ

出
ツ
ヘ
シ
ト
述
ヘ
タ
リ
」
と
報
告
し
た
う
え
で
、「
司
法
裁
判
所
カ
聯
盟
ト
分
離
セ
サ

ル
限
リ
其
ノ
裁
判
候
補
者
指
名
ニ
協
力
ス
ル
コ
ト
出
来
サ
ル
旨
ヲ
明
記
セ
ル
返
書
ヲ

事
務
総
長
ニ
送
リ
対
司
法
裁
判
所
態
度
ヲ
闡
明
ス
ル
方
然
ル
ヘ
シ
」と
の
ア
ン
チ
ロ
ッ

チ
の
意
見
に
同
調
し
て
い
る
（
外
務
省
記
録B.9.1.0.3-2 

昭
和
一
四
年
三
月
九
日
発
在

ハ
ー
グ
萩
原
徹
代
理
公
使
よ
り
有
田
八
郎
外
務
大
臣
宛
電
報
第
一
九
号
）。

（『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員
）


